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公益社団法人日本フェンシング協会  

協賛（スポンサー）及びマネジメント契約並びに寄付に関する規約  

 

 

施行 平成２８年４月２４日  

改正 令和元年６月６日  

          改正  令和３年１０月１７日  

 

第 1条 （目的）  

本規約は、公益社団法人日本フェンシング協会（以下「 F J E」という。）の登録

選手（以下「選手」という。）が締結するスポンサーシップ契約及びマネジメント

契約並びに受領する寄付に関して定めることを目的とする。  

 

第 2条 （定義）  

１．本規約で用いる用語の定義は以下のとおりとする。  

( 1 )  スポンサーシップ契約  

選手個人に対し、選手の競技生活（競技会等への参加及びこれに付随する

行為も含む。）に関し、物品や金銭（但し、選手が雇用契約等を締結し労働者

として所属する企業等から提供される賃金は除く。）を提供する契約をいう。

これには、国、地方公共団体、独立行政法人、公益財団法人日本オリンピッ

ク委員会等の統括団体その他これらに類する団体以外の事業者による私的助

成が含まれる。  

( 2 )  マネジメント契約  

以下の列挙する選手の商業的活動に関し、選手を代理して第三者と契約

の締結、交渉、折衝、協議、事務連絡、その他調整行為等の業務を行うた

めの契約をいう。  

①  テレビ及びラジオへの出演  

②  映画、ビデオグラム及びインターネット配信、携帯電話・スマートフォ

ン・タブレット端末への配信等自動公衆送信を予定したコンテンツへの

出演  

③  新聞、雑誌及びその他出版物への出演  

④  第三者の広告・宣伝への出演  

⑤  第三者の広告・宣伝における選手等の氏名、登録名、ニックネーム、経

歴、肖像、筆跡、手形、実演等の利用の許諾  

⑥  第三者から用具の供給を受けること  

⑦  その他一切のスポンサーシップ獲得活動  

⑧  第三者の商品・サービス等への選手等の肖像等の利用の許諾  

( 3 )  寄付  

選手に対して金銭、物品やサービスを無償で提供することをいう。選手

に一定の債務を負担させることを条件とするものは、ここにいう寄付には

当たらず、スポンサーシップ契約として扱うものとする。  



- 2 - 

２．選手が所属先から競技の成績によって受ける褒賞金については、前項のいずれ

にも該当せず、本規約の適用はない。  

 

第 3条 （スポンサーシップ契約等の締結等の自由及び制限）  

選手は、スポンサーシップ契約若しくはマネジメント契約を締結し、又は第三

者から競技会等の活動に関する寄付を受けることができる。但し、選手は、以下

の事由を遵守しなければならない。  

①  スポンサーシップ契約及びマネジメント契約の相手方並びに寄付者が暴力団等

反社会的団体やそれに所属する者であってはならない。  

②  選手としての品位を害する行為をスポンサーシップ契約及びマネジメント契約

の内容並びに寄付の条件としてはならない。  

③  スポンサーシップ契約及びマネジメント契約の内容並びに寄付の条件は、 F J E、

I n t e r n a t i o n a l  F e n c i n g  F e d e r a t i o n （以下「 F I E」という。）、 F e n c i n g  

C o n f e d e r a t i o n  o f  A s i a（以下「 F C A」という。）及び日本フェンシング・

アスリート会議（以下「 J F A C」という。）の定款及び会則その他の規則に違

反してはならず、また、 F J E、 F I E、 F C A  及び  J F A C  の利益を害してはな

らない。  

 

第 4条 （ F J E  に対する報告義務）  

選手は、選手が受領する金銭の金額にかかわらず、スポンサーシップ契約若し

くはマネジメント契約を締結し、又は第三者から競技活動に関する寄付を受けた

場合、  

F J E に対して、速やかにその契約内容又は寄付の条件を報告しなければならない。  

 

第 5条 （ F J E  への支払い）  

１．選手がスポンサーシップ契約若しくはマネジメント契約又は寄付により、

F J E の一事業年度（ 9 月 1 日から翌年の 8 月 3 1 日までの 1  年間）の間に額面

合計 5 0 0 0 万円以上の金銭を受領した場合、選手は、 F J E に対して、自己が受

領した金銭の 2 . 5％の金銭（以下、「支払金」という。）を支払わなければならな

い。  

２．選手は、前項に定める  F J E  の一事業年度が終了した日から 3 0  日以内に、 F J E  

が指定する銀行口座に振り込む方法により、支払金を支払う。  

 

第 6条 （ F J E  による支払金の利用目的）  

F J E は、支払金について以下の目的で利用する。  

①  F J E 所属選手の強化費（海外遠征費、コーチへの報酬を含む。）  

②  F J E 主催の大会開催費  

③  アスリート会議活動費支援  
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第 7条 （ F J E による支払金の使途の開示）  

F J E は、 F J E に対して支払金を支払った選手の書面による請求により、当

該選手に対して、当該事業年度における支払金の使途について開示しなければ

ならない。但し、 F J E は、当該事業年度における支払金総額における使途を開

示すれば足り、選手毎及び支払金毎の使途を開示する必要はない。  

 

第 8条 （秘密保持）  

１． F J E 及び選手は、本規約期間中及び本規約終了後 5  年間、相手方から受領した

次の各号に関する情報を、相手方の事前の書面による承諾なしに第三者に漏洩又

は開示してはならない。ただし、当該情報について、法令又は行政機関、 F I E、

F C A 又は裁判所の要請に基づく開示請求を受けた場合、 F J E 及び選手は、当該開

示請求の目的に照らして必要な範囲で相手方の当該情報を開示することができる。  

①  スポンサーシップ契約若しくはマネジメント契約又は第三者から競技活動に

関する寄付の条件に関する一切の情報  

②  選手が F J E に支払った支払金の金額、支払時期  

③  支払金の使途に関する一切の情報（第 7  条により選手に開示された情報も含

む）  

２．前項の規定は、次の各号に規定する情報には適用されない。  

①  相手方から開示された時点で既に公知となっている情報。  

②  相手方から開示された時点で既に保有している情報。  

③  独自に入手した情報。  

④  第三者から正当に入手した情報。  

 

第 9条 （許諾抵触の防止義務）  

選手が、第三者との間でスポンサーシップ契約又はマネジメント契約を締結し、

第三者から競技活動に関する寄付を受ける場合には、当該第三者に対して本規約

を提示し、本規約の条項との抵触を防止しなければならない。  

 

第 1 0条 （改正）  

本規約の改正は、アスリート委員会の意見を確認の上、理事会が行う。  


